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今月の市民 
人 口／63 ,228 人（-18) 

男 ／29 ,661 人（+19) 
女 ／33 ,567 人（-37) 

世帯数／24,497世帯（+ 80) 
4月30日現在（前月比） 



原須恵器窯跡‘ 

家生 
則原市指定文化財 
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津軽地方を代表する大型民家である楠美家住宅。後世に長く保存・伝承

するため平成12年11月2日に五所川原市有形文化財（建造物）に指定し、同

時に広く市内外の人々に公開するため平成18年5月に高野字北原222番地よ

り狼野長根公園ノ＼移築。この程、工事が終わり、4月27日に開館しました。 

〔楠美家の沿革〕 

高野の楠美家は、板柳町狐森の楠美家五代長兵衛の次男である藤三郎が同地

に分家し初代となり、三代七郎右衛門が高野へ移り住んだ。その後、四代から

六代にかけて弘前藩の飯詰組代官所の手代、漆を植林する漆守に任命されるな

ど、村方役人を務めた旧家である。 

戦前は、水田五十六町歩余を所有する大地主であり、戦後は製材業を営んで

いた。衆議院議員を務めた楠美省吾（1905- 1980年）は当家出身である。 

〔建物概要〕 

主屋は、楠美家七代兵太郎の代に秋田から木材を買い建設されたもので、明

治19年（1886年）5月2日棟上となっている。木造茅葺一部2階建で、間取りは

台所、常居、座敷の三居室列で構成されたくい違い広間型。奥座敷に仏間があ

り、概観・間取りともに建築当時の様子をよく残している。 

C 	 

規模と構造 桁行29.9 m／梁間12.4m／軒高5.2m 

寄棟造茅葺ー部2階建／延床面積507.53甫 
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②階『ぎぼ国更跡jIi- 所j晒
出土の須恵器を展示 

焼物製作体験用の半地下式の登窯を大小 

2基築造。年数回の焼物体験学習を予定。 
用具など展示 

所在地】五所川原市大字持子沢字隠川695-4 

お問い合わせ 
五所川原市教育委員会生涯学習課 

TEL 53-2111 内線319・320 
楠美家住宅管理人室 TEL 29-3575 

『lR l は楠羊家でイ中わ 



慶
奮
ー
飼回
 

元
 
包
ま
れ
る
が
携
港

淳
護

准
准
『
 

デ

ン

ウ

イ
ー

ク
 

四
月
二
十
九
日
か
ら
五月
六
日
ま
で
の
八
日
間
、
金
木
桜
ま

園
内
が

桜
色
に
 

つ
り
が
芦
野
公
園
で
開
催
さ
れ
、
四
十
四
万
二
千
人
の
来
場
者
 

奥
津
軽
の
桜
の
名
所
・
芦
野
公
園
に
は
、
二
千
二
百
本
の
桜
 

一
一『
 

と
千
三
百
本
の
松
が
あ
り
、
来
場
者
は
ピ
 

の
下
で
は
、家
族
や
友
た
ちカ

・
》
 

集
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
を
す
る
、
，
 

な
ど
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
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ク
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を
過
ご
J
て
い
ま
した
。
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を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
桜
の
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織
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成
す
コ
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ラ
ス
ト
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桜のトンネルとぢった駅に停車 
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楽譜もないのに、わずか数時間の練習で即興コラボレーション！「 

平成 19年 5月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 !hJ
 

ん
な
声
援
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

個
人
最
高
峰
の
仁
太
坊
賞
は
、
柴
田

雅
人
さ
ん

（宮
城
）
が
昨
年
に
続
き
一
一

連
覇
を
果
た
し
、
団
体
B
も
三
絃
冨
塚

会

「柴
田
三
兄
弟
」
が
四
連
覇
を
達
成

す
る
な
ど
「
柴
田三
兄
弟
」
 
の
活躍
が

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
県
内
で
は
個
人

一
般
B
級
で
黒
石
市
の
佐

藤
晶
さ
ん
、
個
人
中
高
生
 

の
部
で
は
五
 

所
川
原
第
一
 

る
 

一
 

 つ
 

秋
元
愛
さ
ん
、
 

団
体
中
高
生

の
部
で
は
五

所
川
原
第
一

高
校
B
が
初
 

」
与
醸（
 

覇
 
軽
三
味

線
発
 

鍵
 
驚
剖

面
 

目
躍
如
の
活

躍
で
し
た
。
 

回
津
軽
童昧
線
全
目本
金
木
犬
 

五
月
四
日
、
五
日
、
金
木
公
民
館
に

お
い
て
第
十
九
回津
軽
三
味
線
全
日
本

金
木
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
も
全
国
各
地
と
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
象茄
者
が
あ
り
、
 「
魂
じ
ゃわ
め
く
」
 

演
奏
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

個
人
の
部
で
は
、出
場
者
の
お
よ
そ
 

七
割
が
「
津

軽
じ
ょ
ん
か

ら
節
」
を
演

奏
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個

性
あ
る
「
じ

ょ
ん
か
ら
節
」
 

を
披
露
し
、
 

ま
る
で
ジ
ャ

ズ
の
ア
ド
リ

ブ
を
訪
梯
さ

せ
る
演
奏
に
、
 

会
場
か
ら
盛
 
 

上
位
入
賞

者
（
敬

称
略

）
 

個
人
一
般A
級
 

▽
仁
太
坊賞
毘
木
田
雅
人（宮
城
）
②
柴
田
愛
（
宮
城
）
 

③
西
村
し
の
ぶ
（
弘前
）
 

個
人
一
般B
級
 

①
佐
藤
晶

（黒
石
）
②
ケ
ビ
ン

・
メ
ッ
ツ
（
米
国
）
 

③
清
藤
美
希
（
長
崎
）
 

▽
大
像和
雄
賞
 」
蒲
幸
人
（
岩
手）
小
熊
昭
良（
富
山）
 

▽
白
川
軍
八
郎
賞
 鍋
谷
東
輝
（
富
山
）
 

▽
黒
川
桃
太郎
賞
 
小
山内
薫
（
弘
前
）
 

団
体
一
般A
グ
ル
ー
プ
 

①
民
芸
集
団
奏
鳴
曲
（
静
岡）
②
津
軽
三
味
線
静
女
 

会

（
兵庫
）
③
岩
手成
美
会

（宮
城
）
 

団
体
一
般
B
グ
ル
ー
プ
 

①
三
絃
冨
塚
会

「
柴
田三
兄
弟
」
②
民
芸
集
団
奏
鳴
 

曲

（
静岡
）
③
森
丸
会
（
神
奈
川
）
 

個
人
・
小
学生
の
部
 

①
小
松
原
優
杏
（茨
城
）
②
川
上
浩
市

（
千
葉
）
③
 

大
島
楓
（
静
岡
）
 

個
人
・
中高
生
の
部
 

①
秋
元
愛
（
五
所
一
高1
年
）
②
芹
沢
萌
々
果
（
静
 

岡
）
③
太
田
望
美
（
岩
手）
 

▽
大
僚
和
雄
賞
 
清
藤彩
紀
子
（
長崎
）
公下
隼
（
石川
）
 

個
人
・
熟年
の
部
 

①
盛
下
和
夫
（
岩
手）
②
中
村
主
二
（
秋
田
）③
堀
 

尾
清
（愛
媛
）
 

▽
大
僚
和
雄
賞
 佐
田
幸
一
 
（愛
知
）
小畑
昌
弘
（広
 

島
）
 

団
体
・
小
中高
生
の部
 

①
五
所
一
高B
②
弦
悟
郎
「
ひ
ばり
」
 
（
茨
城
）
③
 

民
芸
集
団奏
鳴
曲
（
静岡
）
 

す
 



長
年
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春
の
叙
勲
 

本
年
の
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
当

市
か
ら
は
、
前
市
長
の
成
田
守
氏
が
旭

日
中
綬
章
を
、
青
森
県
左
官
業
組
合
連

合
会
副
会
長
の
伊
藤
福
造
氏
が
旭
日
双

光
章
を
、
元
市
浦
村
消
防
分
団
長
の
浜

田
三
郎
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
、
そ
れ
ぞ

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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旭
日
双

光
章
 

 

  

伊藤福造氏 
（青森県左官業組合 

連合会副会長） 

  

旭
日
中
綬

章
 

成 田 守氏 
（前 市 長） 

自
分
達
で
守
る
、
 

自
分
達

の
ま
ち
は
 

お
い
し
内
豚
汁
は
 

い
か
が
で
す
か
5
 

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

ト
 
見
せ
よ
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と
放
水
 

行
政
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談

委
員
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功
績
に
 

総
務
大
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感
謝
状

贈
呈
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行
政
相
談
委
員
を
八
年
務
め
、
こ
の

た
び
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
阿

部
昭
雄
氏
に
対
し
、
そ
の
功
績
を讃
え

る
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
四

月
二
十
四
日
に
市
役
所
に
お
い
て
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
消
防
団

（川
村
肇
団
長
）
 

は
五
月
三
日
、
金
木
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
 

ノ
ア
駐
車
場
で第
二
回
放
水
競
技
大
会

を
開
催
し
、
市
内
か
ら
参
加
し
た
消
防

団
三
十
三
チ

ー
ム
百
六
十
五
人
が
放
水

技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

団
員
の
皆
さ
ん
は
「小
型
動
力
ポ
ン

プ
」
と

「消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
 
の2
 

部
門
に
分
か
れ
、水
圧
の
調
整
に
息
を

合
わ
せ
て
的
に
放
水
し
ま
し
た
。
ま
た
、
 

会
場
で
は
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ

る
炊
出
し
で
豚
汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
、
団
員
や
応
援
に
来
た
家
族
が
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

競
技
結
果
 

⑥
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
 

1
位
 
五
所
川
原
地
区
第
9
分
団
 

上
前
田
野
目
 

2
位
 
五
所
川
原
地
区
第
6
分
団
 

川
山
 

3
位
 
金
木
地
区
第
5
分
団
小
栗
崎
 

⑨
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
 

1
位
 
五
所
川
原
地
区
第
4
分
団
 

飯
詰
 

2
位
 
金
木
地
区
第
3
分
団
蒔
田
 

3
位
 
市
浦
地
区第
1
分
団
相
内
 

黒
毛
和
牛
 

放
牧
始
き
る
 

市
浦
地
区

・
五
所
川
原
地
区
 

五
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
、市
浦

地
区
の
岩
井
牧
場
、
脇
元
牧
場
、
実
取

牧
場
、
古
館
牧
場
で
牛
の
放
牧
が
始
ま

り
ま
し
た
。
 

雪
の
た
め
冬
に
牛
舎
で
飼
育
さ
れ
て

い
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
「
し
う
ら
牛
」
た

ち
は
、
草
が
青
々
と
し
た
春
の
牧
場
に

放
た
れ
る
と
、
広
い
大
地
を
満
喫
す
る

よ
う
に
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
地
区
で
も
玉
清
水

牧
場
、
毘
沙
門
牧
場
で
「御
所
川
原
牛
」
 

の
放
牧
が
開
始
さ
れ
、
お
い
し
そ
う
に

草
を
は
ん
で
い
ま
し
た
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国
民
健

顧
保
険

健
顧
ア
ッ

プ

事
業
開
講
 

国
保
年
金
課

・
健
康
推
進
課
・

保
健
セ
ン
タ
ー
市
浦
 

四
月
二
十
六
日
、平
成
十
九
年
度
国

民
健
康
保
険健
康
ア
ッ
プ
事
業
の
開
講

式
が
、
し
I
つ
ら
ん
ど海
遊
館
と
な
り

の
「
も
や
会館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、中
高
齢
者
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
運
動
不
足
の
解
消
を
目

的
と
し
て
、
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

八
カ
月
間
、
し
5
う
ら
ん
ど
海
遊
館
を

会
場
に
様
々
な
水
中
運
動
を
行
い
ま
す
。
 

参
加
し
た
入
十
余
名
の
皆
さ
ん
は
、
 

プ
ー
ル
利
用
の
注
意
点
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
後
、
早
速
、
 「
血
液サ
ラ
サ
ラ
 
 運

動
」
を
見学
し
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
か
ら参
加
し
た
男
性

は
、
 「
膝
痛
に悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
 

昨
年
、
し
5
う
ら
ん
ど
の
水
中
運
動
に

参
加
し
て
と
て
も
症
状
が楽
に
な
っ
た
。
 

今
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
楽
し
み
に

し
て
い
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

退
職
し
た
友
人
達
と
五
人
で
参
加
し

た
女
性
グ
ル
ー
プ
は
、
 「
数年
前
、
生

活
習
慣
病
の
症
状
が出
て
治
療
し
て
い

た
が
、
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
参
加

し
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
な
の
で楽
し

く
続
け
ら
れ
そ
う
」
と
早
く
も
そ
の
効

果
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

今
後
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

と
八
月
下
旬
、
事
業
終
了
時
に
健
康
診

断
や
血
液
検
査
等
を
受
け
、
運
動
の
成

果
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

犀
．
 

目
指
せ
日
本
代
表

小
学
生
・
卓
球
 

第
十
六
回
東
ァ
ジ
ア
こ
て
ん
こ
ホ

ー
 

プ
ス
卓
球
選
手権
大
会
の
県
大
会
で
準

優
勝
し
た
小
林
朋
未
さ
ん
（羽
野
木
沢

小
学
校
6
年
）
が
五
月
一
日
、
平
山
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

小
学
生
に
よ
る
東
ァ
ジ
ァ
大
会
の
日

本
代
表
選
手
選
考
会
と
なる
全
国
大
会

に
向
け
、
市
長
は
「
練習
の
成
果
を
発

揮
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
 

卓
球
で
活
躍
す
る
三
姉
妹
の
末
っ
子

で
、
コ
ー
チ
の
藤
森
晃
次
さ
ん
も
「勘

が
よ
く
将
来
性
の
あ
る
選
手
」
と
話す

小
林
さ
ん
は
、
「
自
分の
力
を
出
し
切

っ
て
、
お
姉
さ
ん
達
を
超
え
る
成
績
を

残
し
た
い
で
す
」
と
抱負
を
語
り
ま
し
た
。
 
 

、
一

●
，I
引）
 

'

?
'
(
Iり
 

小
・
中
学
校
合
同
ごみ
拾
い
 

⑨
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

（
示
山
内
修
」「
（
唇
『寺
）
【
訪
問
（
無

縁
仏
の
法
要
・
法話
）
。
 

〇
N
T
T
演
劇
サ

ー
ク
ル
ー
ば
っけ
“（川

崎
肇
代
表
）
H
訪
問
・
寄
贈
（
津

軽
弁
の
演劇
・
お
菓子
社
火口
五十
個
）
。
 

〇
天
理
教
青《薮
区
西
北
第
一
支部
（
田

中
道
弘
支
部
長
）
H
訪
問

（
施
設

内
外
清
掃
）
。
 
 

五
所
川
原
第
四
中
学
校
（
成
田
政
信

校
長
）
は
五
月
八
日
、
学
区
内
小
・

中
学
校
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ご

み
ゼ
ロ
運
動
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と

題
し
、
全
校
生
徒
が
出
身
校
の
飯
詰
小
、
 

一
野
坪
小
、
沖
飯
詰
小
、
 

毘
沙
門
小
学
校
へ
赴
き
、
 

小
学
生
と
通
学
路
の
ご

み

拾
い
を
し
ま
し
た
。
 

飯
詰
小
学
校

（
外
崎
稔

校
長
）
で
は
、
4
年
生
か

ら
6
年
生
の
五
十

三
人
と

中
学
生
四
十
七
人
が
五
班

に
分
か
れ
て
学
校
を
出
発
。
 

児
童
の
皆
さ
ん
は
、

ご
み

を
見
つ
け
拾
う
と
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
か
ら
 
「
燃
や

せ
る
ご
み
」
 
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」
を
教
え
て
も
ら

い
分
別
し
て
い
ま
し
た
。
 

。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 
？

〇
く
れ
な
い
曾
事
務
局
（
川
口
良
子
）
 

H
一
万
五
千
四
百
六
十
五
円

（
文

化
展
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

⑨
生
き
活
き
セ
ンタ
ー
へ
 

〇
ロ
ー
ソ
ン
五
所
川
原
石
岡
店
（
成

田
力
オ
ー
ナ
ー
）
H
寄
贈
（
観
葉

植
物
一
鉢
）
 

どg
あ3
とg
ー

跡
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食 堂 

五所川原小学校 

玄 関 投票所入口冊 

〇不在者投票 

・他市町村での投票 

投票日に仕事や旅行などで五所川原市の投票所に行けない見込みの方は、あらかじめ他の市町村

選挙管理委員会で不在者投票を行うことができます。この場合、投票用紙の請求が必要となり滞

在先へ送付しますので、お早めに請求じてください。 

・病院、施設等での投票 

都道府県が指定する不在者投票のできる病院、老人ホーム等へ入院中、入所中の方は、病院、老 

人ホーム等で投票できます。施設の事務担当者又は、市選挙管理委員会にお問い合わせください。 

． 	・郵便等による投票 

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証等をお持ちの方で、かつ一定の障害をお

持ちと認められ、市選挙管理委員会が発行した郵便等投票証明書をお持ちの方は、自宅等で投票

できます。 

・船舶および指定港における投票 

一定の船舶等の乗組員で、選挙人名簿登録証明書をお持ちの方は、走行中の船舶内や指定港のあ 

る市町村で投票できます。 

☆第6投票所（五所川原小学校）の投票所入口が校舎玄関から

校舎東側入口に変わります。 

お間い合わせ先 市選挙管理委員会事務局 TEL 35-21fl 内線492・493 

金木総合支所 TEL 53-2111 内線203 

市浦総合支所 TEL 62-2111 内線15 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年5月 15日  8 



投票所における投票時間は 午前7時から午後8時まで 

期日前投票所における投票時間は 午前8時30分から午後8時まで 

   

   

鱈《綴》 

   

◆入場券が届かなかったり、紛失した場合でも選挙 人名簿に登載され選挙権 

を有している方は投票できます。投票の際は係員に申し出ください。 

〇おもな日程 

・5月17日困 告示日 	 ・ 6月2日田 期日前投票及び不在者投票終了 

・5月18日岡 期日前投票及び不在者投票開始 ・6月3日（日）投票日・開票日 

・5月30日困 郵便等投票請求期限 

こ投票できる方 

・昭和62年6月4日以前に生まれた方で、平成19年2月16日以前に住民票が作成された方又は転入届を 

された方で、投票日まで弓は続き五所川原市に住所のある方。 

※上記の方が県内の他の市町村に住所を移したときは、1回に限り引き続き選挙権を有します。 

※平成19年2月17日以降に県内の他の市町村から転入された有権者は、前住所地で投票することにな 

ります。この場合、関係する市町村から発行される「引き続き住所を有する旨の証明書等」が必要 

です。 

〇投票所 

従来の投票所と同じです。なお、転居した方は次のとおりです。 

5月2日困までに届出した方づ新しい住所の投票所で投票 

5月 3日困以降に届出した方り届出前の住所の投票所で投票 

〇開票場所 五所川原市民体育館 

〇開票開始時間 午後9時30分（30分前から入場できます） 

〇期日前投票 

投票日に仕事・レジャー等で投票所へ行けない見込みの方は、期日前投票を行うことができます。 

〇期日前投票所 

市中央公民館と 2つの総合支所に設けられます。各対象地区の投票所で投票することになります。 

投 対 象 地 区 

五所川原市中央公民館 3階第2控室 五所川原地区 

金木総合支所 2階応接室 金木地区 

市浦総合支所 青森あすなろホール市浦 市浦地区 

※対象者の区分は、5月2日時点での届出住所となります。 

9 平成 19年 5月 15日 五所川原市役所 B35- 2111 



困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

保
護
福
祉
課
 内
線
2
9
o

・
2
9
1
 

市
税
の
ロ

座
振
替
（
自
動

振
込
）を
こ
利
用
く
だ
さ
い
 

収
納
課
 
内
線
4
3
5
5
43
9
 

5
月
町
知
ら
絢
 

広
げ
よ
う
 

地
域
に
根
ざ
し
た
 

思
い
や
り
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
役
と
し
て
、
お
年
寄
り
ゃ
体

の
不
自
由
な
人
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど

の
生
活
支
援
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
の
ょ

う
な
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・

子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
ょ
う

だ
 

・

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
我
が
子
に
つ

い
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
 

・

高
齢
な
親
の
介
護
に
疲
れ
て
い
る
 

・

病
気
で
働
け
な
い
た
め
生
活
で
き
な
 

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替

（
自動
振

込
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
等
、
 

み
ち
の
く
銀
行
中
里
支
店

・
小
泊
支
店
、
 

ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

⑥
ロ
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税
（
個
人
の
普
通
徴
収
分）
 

固
定
資
産
税
 

軽
自
動
車
税
 

国
民
健
康
保
険
税
 

歯
の

健
康
診
断

室
 

北
五
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
会
 

m
(3
4)2
4
6
8
 

●

6
月
3
日
回
  
1
0時
1
5分
5
1
5時

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
内
容
 

・

無
料
歯
科
健
診
と
歯
磨
き
指導
 

・

虫
歯
予
防
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
 

紙
リ
サ
イ
ク
ル
が
 

始
ま
っ
て
い
ま
す
 

環
境
対
策課
 
内
線
2
3
2・
2
3
3
 

従
来

「
燃
や
せる
ご
み
」
と
し
て
出

す
こ
と
の
出
来
た

「
新聞

・
チ
ラ
シ
」
 

「
ダン
ボ
ー
ル
」
 
「
紙
パ
ック
」
 
「雑

誌
・
本
」
の
紙
類
に
つ
い
て
、今
年
度

か
ら
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
に
各
集
積
所

へ
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
収
集
日

は
地
域
に
よ
り
違
い
ま
す
の
で
、
毎
戸

配
布
さ
れ
て
い
る
「
家
庭
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
及
び
「
家庭
ご
み
分
別
表
」
 

を
確
認
く
だ
さ
い
0
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
環
境
対
策
課
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

ご
み
減
量
化
と
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
を
ー

・
 

環
境
対
策
課
 内
線
2
3
3

・
2
3
4
 

消
防
本
部
予
防課
 
m
(3
5)2
o
l
9
 

市
内
の
一
般
家
庭
や
事
業
所
等
に
お

け
る
油
の
流
出
事故
が
平
成
1
7年
中
1
4
 

件
、
平
成
1
8年
中
2
8件
、
平
成
1
9年
も
 

4
月
1
9日
現
在
8
件
と
急
増
し
て
い
ま

す
。
主
な
原
因
は
、
配
管
ま
た
は
ホ

ー
 

ス
の
損
傷
・
劣
化
、
バ
ル
ブ
ま
た
は
コ

ッ
ク
の
閉
め
忘
れ
、
ポ
リ
容
器
等
へ
の

小
分
け
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
な
ど
の

不
注
意
や
普
段
か
ら
の
点
検

・
維
持
管

理
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

油
流
出
事
故
発
生
時
に
は
資
器
材
等
 

い
 

ル
入
選
作
品
展
示
（
5
月
2
9日
と

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
秘
密
 
・

R
D
テ
ス
ト

（虫
歯
に
な
り
ゃ
す
い

を
守
る
義
務
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
が
 

体
質
の
診
断
）
 

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
 

・
「母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
＆
ノ
ッ
ポ
ト
ッ
ポ

※
地
区
担
当
の
民
生
委
員
の
氏
名
が
分
 

ち
ゃ
ん
写
真
撮
影
会
 
①
1
1時

5
1
1
 

か
ら
な
い
場
合
は
、
市
役
所
保
護
福
 
時

3
0分
 
②
1
3時

5
1
3時
3
0分
 

祉
課
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 ※
健
診
さ
れ
た
方
限
定
で
す
。
 

問合せノ五所I［原地区消防事務組合消防本部 B35-2O)9 （内線 25) 

火災・孜急lfj動概況 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

五所lI源市 4月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

火 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成19年 5 9 151 575 1 5 
平成18年 3 15 195 709 3 12 
比 	較 2 △ 6 L44 △134 △ 2 L7 
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が
必
要
と
な
り
、
そ
の
処
理
に
か
か
る

経
費
は
、
当
事
者
等
の
全
額
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
や
配
管
の
点
検
を
行う
な
ど
、
十
分

な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

消
防

本
部
か

ら

の
 

お
知
ら
せ
 

皿
（3
5)2
o
l
9
 

危
険
物
取
扱
者
・
消
防

設
備
士
の
免
状
を
 

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ
 

予
防
課
 
内
線
2
3・
5
4
 

書
換
え
期
限
の
過
ぎ
た
免
状
を
お
持

ち
の
方
は
至
急
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

●

写
真
の
書
換
え
 
免
状
交付
の
日
か

ら
1
0年
以
内
ご
と
に
書
換
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

（
手
数料
1
6
o
o円
）
 

●

そ
の
他
の
書
換
え
 
免
状
の
記
載
事

項
（
本
籍
、
氏
名
等
）
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
書
換
え
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
同
一
都
道
府
県
内
の

本
籍
の
変
更
、
現
住
所
の
変
更
の
場

合
は
書
換
え
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
手
数料
7
o
o
円
）
 

●

再
交
付
 
免
状
を
亡
失
・
汚
損
・
破

損
等
し
た
場
合
に
は
、
再
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
手
数料
1
8
0
0円
）
 

危
険
物
取
扱
者
 

保
安
講
習
 

予
防
課
 
内
線
2
3・
5
4
 

」
r
 

危
険
物
取
扱
者
免
状
所
有
者
で
、
現

に
危
険
物
施
設
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

等
）
で
危
険
物
の
取
扱
作
業
等
に
従
事

し
て
い
る
方
が
3
年
に
1
回
受
講
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
で
す
。
 

●

6
月
2
0日
困
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
 

9
時
3
0分

5
1
2時
3
0分
 

・

一
般
取扱
所
関
係
 
1
4時
ー
1
7時
 

◇
会
場
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
受
付
 
5
月
2
1日
囲
1
6
月
1
1日
囲

※
免
状
の
書
換
え
・
再
交
付
及
び
保
安

講
習
の
申
請
書
等
は
、
最
寄
り
の
消

防
本
部
ま
た
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

@
 

。
 



藻 畑 山 正 築 
前田野目 大 坂 富士雄 
松島町 柳 原 一 二 
高 野 福 士 誠一郎 

身体障害者 若 葉 川 村 慧 子 
相 談 員 元 町 葛 西 み っ 

みどり町 大 出 フサエ 

嘉 瀬 木 村 治 利 
芦 野 舛 甚 キミエ 
相 内 柏 谷 美智雄 

知的障害者 若 葉 長 岡 ハチエ 
相 談 員 みどり町 長 内 道 子 

嗣
屍
サ
 ロ 

溌
 

奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り

参
加
者
募
集
 

奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
 
（社
）五
所
川
原
青
年会
議
所
 

凪
（
3
5)4
0
4
9
 

青
年
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
2
4日回
 
1
6時

、
 

◇
場
所
 
J
R
五
所
川
原
駅
前
か
ら
岩
 

木
川
河
川
敷
ま
で
 

◇
参
加
資
格
 
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
 

務
す
る
方
 

◇
衣
装
 
白
た
び
以
外
は
全
て
用
意
い
 

た
し
ま
す
。
 

※
詳
細
は
、
6
月
中
旬
開
催
予
定
の
参
 

加
者
会
議
で
説
明
し
ま
す
。
 

都
市
計

画
の

変
更
に

関
す
る

説
明
会
を
開
催
し

ま
す
 

都
市
計
画
課
 

内
線
3
2
3
 

5月31日（木）は 

固定資産税第1期 

軽自動車税 の 

納付期限です。 

忘れずに納めましよう。 

収納課 	内線431 -439 

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
 

好
き
な
人

集
ま
れ

ー
 

西
北
ク
ラ
ブ
 

m
(3
5)0
3
4
3
 佐
々
木
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
9時

ー
2
1時

五
所
川
原
第
一
中
学校
体
育
館
 

「パ
ド

i
i
iン
ト
ン
ク
ラ
7
 

レ
モ
ン
ズ
 
会
員
募
集

m
(3
5)4
7
3
7
 藤
森
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
0時

5
1
2時
 

ル
ネ
サ
ス
北
日
本
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
 

体
育
館
 

◇
対
象
 
原
則
と
し
て
既
婚
女
性
。
た
 

◇
対
象
 
初
心
者
・
経
験者
、
大
歓
迎
。
 

だ
し
、
独
身
の
場
合
は
3
5歳
以
上
。
 

（
た
だ
し女
性
に
限
り
ま
す
）
 

◇
会
費
 
月
l
o
o
o円
 

◇
会
費
 
月
1
5
0
0
円
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家
庭
福
祉
課
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

障
害
福
祉
係
 
内
線
 
2
4
1
 

身
内
や
地
域
等
で
、
身
体
障
害
者
及

び
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
な
ど
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
 

青
森
県
視
覚
障害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
 

m
o
l
7
(7
8
2
)7
7
9
9
 

献
o
l
7
(7
8
2
)7
2
2
8
 

点
訳
奉
仕
員
の
育
成
の
た
め
、
次
の

と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
点
訳

を
通
じ
て
視
覚
障
害
者
の
読
書
環境
の

推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
 

●

講
習
 
6
月
7
日
5
1
0月
4
日
の
毎

週
木
曜
日

（1
5日
間
）
1
3時

5
1
6時

五
所
川
原
合
同
庁
舎

（
栄
町1
0)
 

◇
内
容
 
点
字
図
書
の
知
識
、
点
字
の

理
論
・
実技
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど

◇
定
員
 
7
人
 
受
講
無
料
 

◇
対
象
者
 
当
市
及
び
近
隣
の
市
町
村

に
居
住
し
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
、
全
日
程
の
受
講
が可
能
な
方
。
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
2
1日囲
 

「
五
所川
原
立
侵
武
多
」
 

有
料
観
覧
席
の
申込
み
を

受
付
し
ま
す
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所総
務
課
 

m
(3
5)2
1
21
 

h
t
t！
ミ
重
声
g
o昌
一
・
【
「
」「
『k
a
n「a
n
m
e
k
i

『
y
o
u
k
o
F
htm
一
 

●

受
付
開
始
日
 

団
体
（
1
0枚
以
上
）
…
5
月
1
5日
因

個
人

（9
枚
以
下
）
…
5
月
1
7日困

◇
受
付
時
間
 

9
時

ー
1
6時

（
平
日
の
み
受付
）
 

◇
申
込
方
法
 
五
所
川
原
商
工
会
議
所

に
備
付
の
専
用
申
込
用
紙
に
よ
り
、
 

F
A
X
ま
た
は
商
工
会
議
所
窓
口
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電話
で
の

受
付
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
）
。
 

◇
価
格

（
税
込）
 

2
0
0
0円
 
3
歳
以
上
有
料

◇
席
数
 
各
日
8
0
0席
（
予
定
）
 

天
下
泰
平
、
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
、
 

悪
疫
退
散
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
「
奥

津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
」
が今
年
も
次
の

日
程
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

大
松
明
や
火
の
御
輿
の
運
行
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
（
社
）
五所
川
原
 
 

は
る
に
れ
団
地
地
区計
画
の
変
更
にあ
た
り
、次
の
と
お
り
説
明会
を
開
催
しま
す
。
 

※
は
る
に
れ
団
地
南
側
の
未
造
成
の
土
地
の
区
域
の
み
の
変
更
です
。
現
在
分
譲
 

中
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
計
画
の
区
域
 
五
所
川
原
市
大
字
姥
落
字
船
橋
地
内
 

◇
変
更
す
る
区
域
の
面
積
 
約
2

・
5
』
（
総
面積
約
1
4・
5
也
 

◇
変
更
内
容
 
集
合
住
宅
地
を
戸
建
住
宅
地
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。
 

◇
説
明
会
日
程
 
日
時

：
5
月
2
3日困
 
1
9時

5
 

場
所
・・サ
ン
プ
ラ
ザ
は
る
に
れ

（
はる
に
れ
団
地
集
会
所
）
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●6月17日（日） 小雨決行 

◇受 付…8時15分～ 9時（ナンバーカード配布） 

◇開会式・・・9時～ 9時20分 

◇会 場・・・」ヒ斗運動広場及びジョギングコース 

◇スタート… 9時30分 
◇参加料…無料 

◇参加資格・・・五所川原市内に住所を有する方 
◇申込締切・・・6月4日（月）ただし定員400名になり次第締め切ります。 

◇申込方法・・・所定の申込書（下記利用可）に必要事項を記入のうえ、 

申し込みください。 

◇申込先…〒037-0202 五所川原市金木町朝日山319番地1 
金木総合支所内スポーツ健康課または、市役所・総合支 

所内教育総務室でも受け付けます。 

※注意事項（1）中学生以下は保護者の承諾が必要です。 

(2）参加者はスポーツ傷害保険等に加入し対処してください。 

教育委員会スポーツ健康課 

正L(53)2111 	内線313・314 

種 目 

①小学校1・2年生女子 1,000m 
②小学校1・2年生男子 1,000m 
③小学校3・4年生女子 1,000m 
④小学校3・4年生男子 1,000m 
⑤小学校5・6年生女子 1,000m 
⑥小学校5・6年生男子 1,000m 
⑦中学校女子 2,300m 
⑧中学校男子 2,300m 
⑨40歳以上男子 3,200m 
⑩高校生以上女子 3,200m 
⑩高校生以上39歳までの男子 3,200m 
⑩フリー 1,000m 

（小中学生等用） 

承 諾 書 
大会開催中の事故は保護者の責任に 

おいて処理することを承諾し、参加申 

し込みします。 
年齢 学年 

住 	所 氏名（ふりがな） 

所属・学校名 

五所川原市 

性別 

平成 19年 月 日 

電話番号 出場種目番号 
保護者名 	 ⑩ 

-ii 	 
JR五能線 

五所」I原市

中央公民館 

 

U 

西
北
中
央
病
院
 

 

  

五所」~ 
商工会館 

轟 

JR 
五所川原駅 津軽鉄道 

邸五所ii原市指定駐輪場 ~1 道路・歩道駐輪違反多発区域 

17' 
駅
一
剛
通
リ
 

（
歩
道
）
 

（
歩
道
）
 

平成19年6月1日 
経済血業省 都道府県 市区町村 

ino)jfft.J- - 歩道目迷惑駐専妙／ 

ーノ、博讐実”え．一 
土木課 内線302 

道路及び歩道での自転車駐輪は、車両や歩行者の

通行の妨げとなり大変危険です。自転車の駐輪は新

生大橋下の駐輪場をご利用ください。 

五所川原市駐輪場案内図 

り騎ひり曾参づぐり 

平成19年 商轟言覇各’ 

調査は全国一斉に行われます。卸売業、小売業を

営むすべての事業所が対象です。ご協力をお願いい

たします。 

経済産業省では、 6月1日すべての商業事業所が

対象となる商業統計調査を行います。 

統計調査の結果は国や都道府県、市町村などがこ

れからの行政を考える重要な基礎資料として活用さ

れます。 

5月下旬から各

事業所に「調査員

証」を携帯してい

る調査員がお伺いし、 

調査票の説明と共

に調査票へのご記

入をお願いします。 

時間はおかけいた

しませんのでどう

かご協力をお願い

いたします。 

問い合わせ先

企画課統計係

内線464 

第18回 虫おくり健康マラソソ大会 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 5月 15日 12 



幽薦者変更にりいて 
ふるさと交流圏民センター 正L33-21 11 

5月31日困に開催する松竹特別講演「怪談・牡丹燈

龍」に出演を予定していた池内淳子さんが、急病のた

め降板することになりました。 

池内淳子さんから水谷八重子さんに配役を変更して

予定通り開催します。 

お客様におかれましては、何卒、ご了承賜りますよ

うお願い申し上げます。 

男女共同参画室 内線462 
青森県では、政策・方針決定の場に参画できる資質

を備えた女性人材の養成を目指し「あおもりウィメン

ズアカデミー」を開講します。 

募集人員 15人 

募集対象 鷺tQ) 20 	LhQ)dEW 	 舌カす意欲の 

鴛難鷺暴鷺積極的l参 
実施期間 6月～平成 20年 3月 

内 	容 
県内講義8日間（原則1日 4時間】青森市内） 
県外石jf修 3日間（国立女性教育会館】埼玉県
嵐山町）への派遺 

受講料 
無
外
が
 
交
に
 
通

係
 
費

る
 
等
交
 
は
通
 
受
費
 
講

の
 
生
一
 
の
部
 
負
く
 
担
半
 

0
額
 
た
程
 
だ

度
 
し

・
 

ュ
よ
 

県
県
 

料
研
負
 

0修
担
 

申込先 青森県環境生活部青少年・男女共同参画課 
TEL 017-734-9228 

申込締切 5月 31日困必着 

※募集要項、受講申込書をご希望の方は男女共同参

画室までお問い合せください。 

悼
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田
龍
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白
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の
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の
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遠
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子
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三
 

上
 
悠
恵
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が

三
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ろ
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の
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福
 
士
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圏 三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 
麻しん・風しん、BOG 

        

馴 

 

囲 

   

 

囲 

          

    

期 

      

           

              

個別接種について 	 健康推進課 

もう一度、母子手帳を確認！ 受けていない予防接種が

あったら早めに受け、感染症から守ってあげましょう。 

◆対象年齢 BCG・・・3-6月未満 三種混合・・・3-90月未満

麻しん・風しん・・・1期…12-24月未満 

2期…小学校就学前の1年以内 

◆実施期間 4月1日～平成20年3月31日（下記医療機関） 

◆料金 無料（接種対象年齢内であること） 

◆持参するもの ①母子手帳 

②予診票（こども健康手帳につづられていますが、予

防接種別に色が違いますので、ご注意ください） 

◆注意事項 ①予防接種を受ける前に、こども健康手帳

を読み、予防接種についてご理解ください。 

②接種曜日、及び受付時間が各医療機関により違いま

すので、確認のうえお出かけください。 

③お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れく

ださい。 

④予防接種の間隔などは、こども健康手帳を確認、ま

たは医師とご相談ください。 

医 療 機 関 名 こどもクリニックおとも っしまクリニック 

駅前クリニック 佐藤内科小児科医院 てらだクリニック 

江渡内科医院 市浦医科診療所 冨田胃腸科内科医院 

尾野病院 すわ胃腸科内科クリニック とやもり内科小児科クリニック 

かねひらクリニック 西北中央病院 永田小児科アレルギー科内科医院 

健生五所川原診療所 瀬川内科クリニック 白生会胃腸病院 

公立金木病院 田町小山クリニック 増田病院 

※平成 19年度五所H原市乳幼児予防接種日程表および乳幼

児健診・相談日日程表は、健康推進課窓口、金木総合支

所窓口、保健センター市浦窓口で配布していますのでご利

用ください。 

13 平成 19年 5月 15日 五所川原市役所 公35- 2111 



料理紹介 あ鯵狗も a7' 
1缶りて酵ませ真 
五所川原市食生活改善推進員壬 

~）～日本各地の郷土料理②～ 

餌 
、ンて， 

1 人分 	1 75kcaI 塩分 1 .8g 

鳥ーヘルスインフオメーンョン 

い 
健 康 推 進 課 B35-2111（内線223・224・225) 
保健センター市浦 公27-7733 

（ 乳 幼 児健 診 ） 
◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（1歳 6か月・ 3 

歳児）、尿・耳・目の検査（3歳児）、身
体計測、発達相談、離乳食のお話（4か
月児）等 

◆受付時間…12 】00~12 】 30 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児 
健診 

6 月 12 日 
（火） 

生き活きセンター 
（市内幾世森オルテンシア後ろ） 

平成 19 年 1月生まれ
全地区 

1 歳 6 か月児
健診 

2
6
 

ロ
］
 
 

月
く
 

生き活きセンター 平成 17年 12 月生まれ
全地区 

3歳児 
健診 

6 月 21 日 
（木） 

生き活きセンター 平成 15年 12 月生まれ
全地区 

〈お願い〉健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、 
すでに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相談
に応じます。3歳児健診については個別に事前通知します。 

く エンゼル相談（母子相談） ) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽

しさや悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、 
いずれの会場のご利用も可能ですので、お気軽におい
でください。 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

日 	 時 実施場所 内 	容 

6 月 6 日困・m 日（因 
10 】 00 - 12 : 00 
13 : 00 - 	15: 00 

※ 20日午後は予約が必要です
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター ・各月齢での成長（身

体計測）、発達の確
認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談 
・子育て等に関する勉
強会、情報交換 

6 月 28 日困 
10 : 00~ 12 : 00 

保健センター 

金木 

6 月 27 日困 
10 : 00~ 12 : 00 

保健センター 

市浦 

（  献血のこ案内（バス巡回） ) 
期 日 時 間 場 	 所 

6月 4日（月） 

9 :30 ~ 11 :30 国合同庁舎 

13 :00 - 15 :30 東北電力株式会社
五所川原営業所 

I 改急膚＝留番医 “ 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

5月20日 口
］
 
 

佐藤内科小児科医院 弥生町 4-2 35一 4155 

5月27日 口
U
 

 
かねひらクリ二ック 旭町 55-2 35-3167 

6月 3日 ロ
U
  

増田病院 新町 41 35-2726 

※ 1. 対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介公34-4999) でも紹介します。 

vv古紙配合率 100%  

■材料（4人分） 

凍み豆腐 	30 g たけのこ 	60 g 
凍み大根 	50g 身欠きにしん…40 g 
にんじん 	6Og さやえんどう…50g 
ごぼう 	120g 	「しょうゆ・・・大さじ 2 

干ししいたけ…8g Al 砂糖、酒、みりん 

昆布 	12g L 	各大さじ 2 
こんにゃく 	120 g 
	

だし汁・・・3-4カップ 

■作り方 

①凍み豆腐はぬるま湯で戻し4枚に切る。凍み

大根は水に戻し 1.5cmくらいに切る。にんじ

んは飾り切り（花形）4枚をとり、残りはご

ぼうとともに乱切りに。結び大根を8個作る。 

こんにゃく、干ししいたけ、たけのこ、身欠

きにしんは適当な大きさに切る。 

②鍋にだし汁を入れ、具を硬いものから順に入

れて7-8分煮る。 

③ Aを加え、さらに 10分煮て、花形にんじんと

さやえんどうを飾る。 

※凍み豆腐、凍み大根、干ししいたけ、身欠

きにしんなどの保存食と地だけ（たけのこ） 

など、福島県ならではの食材を合わせた滋

味あふれる料理。 

無料フッ素塗布・歯の健康相談一 
幼児からの虫歯予防を目的に、歯科保健事業として 

無料フッ素塗布・歯の健康相談を行います。料金は無 

料です。 

◇対象者 国保加入者で1歳6か月～小学校6年生 

◇期 間 6月1日～8月 31日（土・日・祭日を除く） 

◇場 所 市浦歯科診療所（歯科保健センター） 

◇内 容 歯科相談・ブラッシング指導・無料フッ素 

塗布・口腔内診査 

◇申込方法 電話で直接お申し込みください。 

◇受付・問い合わせ先 

申込み受付時間 9 】 00~ 16:30 
市浦歯科診療所（歯科保健センター）TEL 27 - 7734 

五所川原市役所 容35一 2111 平成 19年 5月 15日 14 


